
― 49 ―

平成２２年第２回定例会

三 沢 市 議 会 会 議 録

（平成２２年６月１１日）第３号

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

◎議事日程

第１ 市政に対する一般質問

─────────────────

◎本日の会議に付した事件

第１ 市政に対する一般質問

─────────────────

（１９名）◎出席議員

議長 １番 馬 場 騎 一 君

副議長 １５番 小比類巻 雅 彦 君

２番 瀬 崎 雅 弘 君

３番 奥 本 菜保巳 君

４番 加 澤 明 君

５番 鈴 木 重 正 君

６番 藤 田 光 彦 君

７番 天 間 勝 則 君

８番 太 田 博 之 君

１０番 堀 光 雄 君

１１番 春 日 洋 子 君

１２番 野 坂 篤 司 君

１３番 西 村 盛 男 君

１４番 小比類巻 正 規 君

１６番 舩 見 亮 悦 君

１７番 山 本 弥 一 君

１８番 堤 喜一郎 君

１９番 小比類巻 種 松 君

２０番 森 三 郎 君

─────────────────

（１名）◎欠席議員

９番 附 田 一 君

─────────────────

（２６名）◎説明のため出席した者

市 長 種 市 一 正 君

副 市 長 大 塚 和 則 君

政策財政部長 澤 口 正 義 君

総 務 部 長 工 藤 智 彦 君

民 生 部 長 野々宮 忠 良 君

健康福祉部長 宮 古 直 志 君

経 済 部 長 米 田 光一郎 君

建 設 部 長 中 西 敬 悦 君

上下水道部長 吉 田 幸 男 君

政 策 推 進 監 中 村 健 一 君

政策財政部参事
中野渡 進 君

兼政策調整課長

政策財政部参事
冨 田 哲 君

兼基地渉外課長

総 務 部 参 事
佐々木 卓 也 君

兼 総 務 課 長

行政経営課長 山 本 優 君

秘 書 課 長 繋 範 雄 君

家庭福祉課長 大 沢 武 彦 君

産業政策課長 遠 藤 恵 介 君

都市整備課長 中 村 均 君

三沢病院事務局長 大 澤 裕 彦 君

消 防 長 月 館 孝 君

教 育 委 員 長 熊 野 稔 君

教 育 長 吉 田 健 君

教 育 部 長 今 村 哲 也 君

代表監査委員 和 泉 英 世 君

選挙管理委員会
河 村 幸 利 君

委 員 長

選挙管理委員会
立 崎 裕 輔 君

事 務 局 長

─────────────────

◎職務のため出席した職員

事 務 局 長 川 代 一 男 君

次 長 村 井 拓 司 君

庶 務 係 長 河 村 健 康 君

主 任 主 査 大 塚 英 知 君

主 事 鳴 海 拓 君



― 50 ―

午前１０時００分 開議

定足数に達しており○議長（馬場騎一君）

ますので、３日目の本会議を開きます。

本日の議事は、お手元に配付しております

議事日程第３号をもって進めます。

─────────────────

◎日程第１ 市政に対する一般質問

日程第１ きのうに○議長（馬場騎一君）

引き続き、市政に対する一般質問を行いま

す。

３番奥本菜保巳議員の登壇を願います。

おはようございま○３番（奥本菜保巳君）

す。日本共産党、奥本菜保巳でございます。

それでは、一般質問に入ります。

まず、基地問題の１点目、普天間問題につ

いてお伺いします。

６月２日、鳩山首相が突然辞任しました。

辞任に追い込まれた要因の一つに、普天間飛

行場の移設問題があります。鳩山首相は、野

党時代に「代替施設なき返還を」と小泉首相

に迫っていました。そして、衆議院選挙で

は、国外移設、最低でも県外へ移設を公約に

掲げ、沖縄県民から多くの支持を得て大勝し

ました。

ところが、鳩山首相はこれまでの言動を覆

し、県外は党の公約でなかったと言ってみた

り、腹案があると言ってみたり、迷走を繰り

返しました。そうした中で全国への移設探し

が始まりましたが、徳之島への移設案では住

民の猛反対に遭い、また、米側からも運用上

適さないということで、移設探しはますます

混迷をきわめていきました。

そして、ついに５月決着において、地元の

声を無視し、アメリカの要求どおり、ほとん

ど前政権と同じ案に戻り、辺野古付近に移設

するという日米合意がつくられました。この

公約破りの合意に、沖縄県民から激しい怒り

と抗議の声が上がりました。

５月３１日の琉球新報と毎日の合同世論調

査によると、沖縄県民の７５％が普天間基地

の県内移設に反対し、そのうち３８％が無条

件撤去を求めています。地元の合意がない以

上、名護市辺野古への移設は必ず破綻するで

しょう。無条件返還の道しかありません。

もともと痛みというのは分かち合うもので

はなく、取り除くものであると思います。し

かし、政府は、沖縄への負担押しつけの言い

わけに、必ず日米安保による国防論や抑止力

論を持ち出します。しかしながら、海兵隊は

本当に日本を守るために必要なのでしょう

か、本当に抑止力になるのでしょうか、私は

大変疑問に思えてならないのです。

まず、海兵隊は日本国内にいつもとどまっ

てはいません。世界各地で軍事介入する際の

殴り込み部隊です。２００４年に在沖縄海兵

隊はイラクに展開し、それ以降イラク、アフ

ガニスタンへ７００人から１,９００人規模

で恒常的に派遣されています。常に日本を守

るために沖縄に駐留している軍隊ではありま

せん。要するに、抑止にはならないのです。

また、北朝鮮が攻撃してくるから必要だと

言う方もいますが、そもそもそのような軍事

力は今の北朝鮮にはありません。北朝鮮は、

金ファミリーとその側近以外は飢餓に苦しん

でいる大変貧しい国です。北朝鮮の軍事力

は、軍事費で比較してみると、韓国の２兆円

の４分の１、日本の約５兆円の１０分の１、

アメリカの４５兆円の９０分の１、５,００

０億円しかありません。到底戦争する力など

持ち合わせていないのです。そして、何より

抑止力がきかない相手がいるということを認

識しなければなりません。そのような相手に

対して、抑止力と言ってどんなに軍事力を強

化したとしても、さらに相手を刺激するだけ

で、テロ攻撃の標的になってしまうだけで

す。

また、歯どめのない軍事力競争に拍車がか

かり、軍需産業だけを潤わせ、軍事費の膨脹

が財政を圧迫するだけではありませんか。

今、日本にとって最も強化しなければなら

ないのは、海兵隊による抑止力ではありませ

ん。アメリカや他国と対等に渡り合える交渉

力、対話による外交力ではないでしょうか。

そのことが、軍事によらない平和を実現でき
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る王道にほかなりません。

基地を抱える三沢市にとって、決して対岸

の火事とは言えない、この普天間問題に対す

る当市の見解を伺います。

次に、基地問題の２点目、沖縄基地負担軽

減に伴う訓練受け入れに対する当市の考えを

伺います。

日米共同声明の中には、沖縄の基地負担軽

減のため、米軍の訓練を全国に拡散すること

が盛り込まれています。しかし、沖縄県民は

負担軽減につながらないことを身をもって体

験しています。２００６年の日米合意で、嘉

手納基地の負担軽減のため、訓練移転を決め

交付金は削られましたが、結局、外来機が多

数飛来し、Ｆ－２２の訓練などによって騒音

被害がさらに深刻になり、だまされた経緯が

あるからです。

また、５月２７日に開かれた全国知事会議

では、沖縄の負担軽減のため、全国への訓練

分散についての協力が求められました。しか

し、橋下大阪府知事１人が手を挙げただけで

した。

我が青森県の三村知事は、２００７年から

米軍三沢基地で嘉手納飛行場の訓練移転を受

け入れていることを挙げ、既に貢献してい

る、現状を超える基地機能の強化は容認でき

ないという立場をとっています。三沢市とし

ても、これ以上の負担は容認できないと表明

すべきです。当市の考えを伺います。

次に、第２の質問、行政問題について伺い

ます。

平成２０年度から三沢市総合振興計画が実

施されたことに伴い、三沢市経営推進プラン

が策定され、新しい行政評価システムの構築

が図られることになりました。その行政評価

システムは、三沢市総合振興計画・前期基本

計画に掲げられた政策・施策・事務事業が着

実に実施されているか、測定するために行う

とあります。

その事務事業評価とは、まず、担当課がみ

ずから行う自己評価と、他の部署の課長級職

員が複数でその評価を検証する内部評価が行

われます。そして、市民１０人程度で構成さ

れる行政改革推進委員会により、市民の視点

から評価する外部評価の３段構えによって検

証するシステムになっています。そして、そ

の評価結果を踏まえて、さらにその中で重要

な事項について、部長級、市長、副市長で構

成される三沢市行政経営会議において最終審

議され、市長の決裁を経て、次年度の予算編

成や実施計画に反映されるという仕組みに

なっています。

一般市民が参加する行政改革推進委員会に

よる審議は、今年度から、開かれた行政運営

とその透明性を図るため、広く市民が傍聴で

きる体制がつくられました。このことは高く

評価するものです。市民が行政に関心を高

め、それによって市民サービスの向上が図ら

れ、そして、やがては協働のまちづくりにつ

ながっていく基盤になると思います。

しかしながら、疑問点もあります。それ

は、幾ら一般市民からの外部評価委員といっ

ても、たかだか１０人程度です。一部の方々

や行政の上層部の少人数で、事業の廃止や見

直しが最終的に判断されることに疑問が残る

という声があります。

さて、２０年度の事業評価の対象は４４６

項目に及びました。その中で、２０年度に廃

止と評価された事業は３項目ありました。

１、老人福祉費、高齢者はり・きゅう・マッ

サージ費給付費廃止、２、老人福祉費、高齢

者歩行安全つえ給付事業廃止、３、老人福祉

費、歳末在宅援護扶助費廃止となっていま

す。このような廃止項目の中に、市民から廃

止しないでほしいという意見もあります。

そこで、伺います。これまで廃止された事

業数はどのくらいですか。また、市民から４

４６項目の事業に対しての意見があった場合

や、廃止見直し対象の項目に対し、再審議す

べきという請求があった場合にできる再審査

請求制度のようなものを策定してはどうで

しょうか。当市の見解を伺います。

次に、第３の質問、福祉問題の１点目、三

沢市総合振興計画に基づく障害者福祉の充実
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についての当市の取り組みと、その成果につ

いて伺います。

他県から三沢市に転居された方が言ってお

られました。「三沢市に来て、障害者の人た

ちを余りに見かけない。お祭りでもイベント

でも、見物客に障害者の人たちがいない。道

路整備でも、障害者に対しての配慮がないで

すね」と。また、東京から三沢に戻られ、障

害者にピアノを教えたいという方に尋ねられ

ました。「障害者の方にピアノを教えたく

て、ある方に『三沢には何人くらい障害者が

いるの』と聞いたら、『三沢市には障害者は

いないよ』と言われたのだけど」と。

驚きました。それだけ三沢市における一般

社会の中で普通に生活されている障害者が少

ないということではないでしょうか。見方を

変えれば、三沢市は障害者にとって社会参加

しにくい、暮らしにくいまちなのかもしれま

せん。

だからといって、行政や障害者を抱える親

御さんたちの団体や組織が何もしていないと

いうことではありません。一生懸命活動され

ていることも承知しています。しかし、活動

している団体等、表に出てこられている障害

者の方々はまだごく一部ではないでしょう

か。行政の体制上、申告制ですから、さまざ

まな制度やサービスは申請がなければ行政は

動けません。しかし、自宅に引きこもってい

る障害者の方は多いと伺っています。このよ

うな方々の社会参加、自立を促してこそ、本

当の障害者福祉の充実と言えるのではないで

しょうか。

そこで、伺います。三沢市総合振興計画に

掲げる障害者福祉の充実、そして、平成２３

年度を目標年度とした三沢市障害者福祉計画

における当市の取り組みとその成果を伺いま

す。

次に、福祉問題の２点目、障害者雇用につ

ながる職親制度における行政の役割と連携に

ついて伺います。

先日、一般雑誌を読んでいたところ、障害

者雇用に関する記事が目にとまりました。と

ても参考になる内容でしたので、この場をお

かりし紹介したいと思います。

御主人をがんで亡くし、その御主人の会社

を引き継いだ女性社長、安田さんという方の

記事です。

会社がようやく黒字に転換し、ほっと一

息つけるようになったころ、安田さんのも

とにやってきたのが養護施設の先生でし

た。知的障害者を採用してほしいと言うの

です。やっと会社が黒字になったばかりで

障害者の人を採用する余裕などないと思っ

ていましたが、こうして会社が軌道に乗り

始めたときにこんな話が来るのは、神様が

世の中に恩返ししなさいとおっしゃってい

るのかもしれないと、２人の養護学校の卒

業生を採用したのです。

しかし、２人はなかなか仕事を覚えてく

れませんし、時折、叫び出したり暴れたり

する始末。安田さんは悩みましたが、社員

は２人の障害者に根気強く仕事を教えまし

た。１０カ月ほどたったころ、仕事を覚え

た障害者の２人が、実は大変な集中力の持

ち主であることに気づいたのです。仕事を

始めるとわき目も振らず、気も抜かず、集

中して作業を続けるのです。しかも、ミス

がありません。ほかの社員たちも障害者を

支える喜びを体験し、仕事に対する態度が

変わりました。

あれから７年、今は社員の半分が知的障

害者で、その半分はバッグ職人として働い

ています。彼らの緻密な仕事と独創的なペ

イントが評価され、通信販売でも人気商品

として扱われるようになりました。

彼らは障害者ではないのです。得意な部

分と苦手な部分が極端に表面化しているだ

け。今、彼らは私たちにとってなくてはな

らない存在です。

障害者雇用の実例の記事でした。

先般、ようやく三沢市においても三沢地区

障害者就労支援連絡会が発足されました。事

業者や福祉施設、学校、行政、市議会など、

多方面での取り組みが必要です。
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そこで、伺います。まず、行政として、職

親制度を活用した障害者雇用に対する支援体

制をどのように構築していくのか、当市の考

えを伺います。

次に、第４の質問、公共交通システムにつ

いて伺います。

ことし１１月に、いよいよ待望の新三沢市

立病院が開院される運びとなりました。あと

４カ月余りです。これまでタクシーや自転

車、歩きで通院されている方々からお話を伺

うと、病院が遠くなるので通うのが大変だか

ら近くの病院を探さなくてはならないとか、

新しい市立病院までのバスはどうなるのか、

病院移設後の通院に不安を抱えています。

そこで、三沢市地域公共交通総合計画の中

に掲げている新三沢病院へのアクセス確保に

向けた取り組みとその進捗状況を伺います。

また、現在、曜日により変動はあると思い

ますが、１日の平均患者数は５００人程度と

聞いています。そのうち、１７％が歩きや自

転車で通院されているということです。ま

た、家族から送迎されている方を含め、民間

の病院などで導入している送迎バスの運行が

あれば喜ばれるのではないでしょうか。民間

委託事業として事業を興してはどうでしょう

か、当市の考えを伺います。

以上をもちまして、私の一般質問を終わり

ます。

ただいまの３番奥本○議長（馬場騎一君）

菜保巳議員の質問に対する執行部の答弁を求

めます。

市長。

ただいまの奥本議員○市長（種市一正君）

さんの御質問のうち、基地問題については私

から、そのほかの御質問につきましては副市

長及び関係部長からお答えをさせますので、

御了承願いたいと思います。

まず、基地問題の第１点目、普天間基地問

題に対する見解についてであります。

普天間基地の移設問題につきましては、去

る５月２８日、日米両政府が普天間基地の移

設や沖縄県外への移転等を内容とする日米安

全保障協議委員会の共同発表を行い、日本国

政府が共同発表された事項に関する当面の政

府の取り組みについて閣議決定を行ったとこ

ろであります。

沖縄県に米軍基地が集中していることによ

り、沖縄県民の方々が過度の負担を強いられ

ていることは、米軍基地が所在する当市とい

たしましても十分理解しており、その負担の

軽減を図ることは必要と認識をいたしており

ます。

お尋ねの普天間基地の移設問題に関して

は、国防にかかわる事項でもありますことか

ら、一地方自治体の長として言及は差し控え

させていただきたいと存じます。

次に、基地問題の第２点目、沖縄県の負担

軽減に伴う訓練受け入れについてどのように

考えているのかとの質問にお答えをいたしま

す。

共同発表では、訓練移転について、両政府

は、２国間及び単独の訓練を含め、米軍の活

動の沖縄県外への移設を拡充することを決意

いたしたわけであります。日本本土の自衛隊

の施設・区域も活用され得ることなどを明記

し、沖縄の負担軽減を図ることといたしてお

ります。

また、共同発表前日の５月２７日、内閣総

理大臣からの要請を受けて開催されました全

国知事会では、沖縄県に米軍基地が過度に集

中しており、負担の軽減が必要であるという

ことは理解する、政府から熟慮された具体的

な提案があった場合には、関係市町村や住民

の理解を前提として、それぞれの地域の歴史

的な経緯を踏まえ、今後とも真摯に対応して

いく考えであるという見解を表明しているわ

けであります。

現在のところ、当市に対する訓練移転関連

の要請等は一切ございません。この件につき

ましては、答弁を差し控えさせていただきた

いと存じます。

私からは、以上であります。

副市長。○議長（馬場騎一君）

行政問題について○副市長（大塚和則君）
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お答えをいたします。

行政評価につきましては、平成２１年２月

に策定された三沢市行政経営推進プランにお

いて、総合振興計画の進捗度をはかり、成果

指向型の行政経営を推進するため、政策、施

策、事務事業の各段階で評価を行うこととし

ており、昨年度は事務事業評価を実施したと

ころでございます。

この事務事業評価では、総合振興計画・前

期基本計画の平成２０年度実施計画に掲げら

れた事務事業を対象とし、事務事業担当課が

事務事業の投資経費とその活動実績、成果実

績などから自己評価をし、また、その担当課

自己評価を他部署の課長級職員による内部評

価で検証いたしました。

その後、さらに公募委員５名を含む１０名

の行政改革推進委員に外部評価をお願いし、

評価対象となった事務事業全部について一覧

により確認していただくとともに、自己評価

または内部評価で抜本的見直しまたは廃止と

された１０件、拡充とされた事務事業３件の

計１３件について、担当課からヒアリングな

どを行っていただきながら、市民視点による

外部評価意見をちょうだいいたしました。

その外部評価意見を踏まえ、翌年度の予算

等の取り扱い方針を定めるため、行政経営会

議において、これら１３件の事務事業の取り

扱いについて、方針を審議いたしたところで

ございます。

その結果、最終的に廃止という方針となっ

た事務事業は４件となっております。また、

再検討となった事務事業は４件、継続となっ

た事務事業は２件、拡充または財源のめどが

つけば拡充となった事務事業が３件となりま

した。

このように、昨年度から実施しております

行政評価は、段階的に評価を実施することに

よって事務事業を精査し、市民の意見も伺い

ながら、最終的に市長をトップとする行政経

営会議で総合的に判断し、取り扱い方針を決

定しております。

この行政評価は、事業の廃止や削減だけを

目的としたものではなく、事業効果や成果を

見据えながら、三沢市総合振興計画を着実に

推進することを目指すものでございます。そ

の結果、廃止する事務事業もございますが、

そのかわりとなる事業や拡充する事業等も同

時に検討しながら、効果的で効率的な市民

サービスが図られるよう努めているところで

あります。

議員御提案の、事業の廃止後見直しの要望

があった際に、再審査する制度を設けるとい

うことについては、現在のところ、そのよう

な制度を設ける考えはございませんが、いず

れにしましても、廃止後の影響等については

随時把握・確認を行い、社会情勢の変化も考

慮しながら市民ニーズに的確に対応してまい

りたいというふうに考えております。

以上でございます。

政策財政部長。○議長（馬場騎一君）

公共交通シ○政策財政部長（澤口正義君）

ステムについての第１点目、三沢市地域公共

交通総合連携計画に掲げております新市立三

沢病院へのアクセス確保に向けた取り組みに

ついての御質問にお答え申し上げます。

利用者数の減少など、路線バスをはじめと

する地域公共交通の維持が年々困難になりつ

つある中で、市民の皆様の自立した日常生活

や社会生活の確保、さらには、三沢市のまち

づくりを支える地域公共交通の活性化を推進

するため、市では昨年度、交通事業者、住民

の代表者、関係行政機関、学識経験者などか

ら構成される三沢市地域公共交通会議におけ

る協議・検討を経て、三沢市地域公共交通総

合連携計画を策定したところでございます。

この計画に基づく新市立三沢病院へのアク

セス確保にかかわる取り組みでございます

が、１００円バスを含めた市内全域における

バス路線の再編とともに、三沢駅、中心市街

地、新市立三沢病院との接続性に配慮した利

便性の高いルートやダイヤの設定によりまし

て、一定本数のバスの運行を確保するため、

現在、基本ルートの検討に鋭意取り組んでい

るところでございます。
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次に、２点目の民間委託事業による新市立

三沢病院への専用バスの運行が必要ではない

のかとの御質問にお答え申し上げます。

現在検討しているバス路線の再編は、市が

三沢市商工会を通じ十和田観光電鉄に運行を

委託している１００円バスと、十和田観光電

鉄が自社の営業路線として運行している、い

わゆる路線バスを一体的に見直しすることと

しており、本年１１月の新市立三沢病院の

オープンに合わせ、国土交通省の補助事業を

活用し、三沢地域公共交通会議が事業主体と

なりまして、新しいコミュニティバスの実証

運行として実施する計画をしております。

この新しいコミュニティバスによる実証運

行事業の実施に当たりましては、自家用車な

どの交通手段を持たない地域住民の日常生活

を支える大切な足として、より多くの方々に

利用していただくことが望ましいとの考えか

ら、病院専用バスというような形態ではな

く、地域住民の通院・通学はもとより、例え

ば病院からの帰りに市街地の商業施設などで

買い物などの用事を足せるような、より使い

やすく利便性の高いルート設定や運行形態を

採用したいと考えております。

また、運行方法につきましても、既存の路

線バスや１００円バスと同様の定時・定路線

型の運行を基本としながら、病院の診察時間

に合わせた一定間隔の運行回数を確保できる

よう、十和田観光電鉄への委託によるバス運

行を計画しているところでございます。

私からは、以上でございます。

健康福祉部長。○議長（馬場騎一君）

福祉問題の○健康福祉部長（宮古直志君）

１点目、三沢市総合振興計画に基づく障害者

福祉の取り組みについて、その成果について

お答えいたします。

障害のある方が地域で自立して生活できる

よう支援することを目的としました障害者自

立支援法が平成１８年からスタートし、平成

２０年度に作成いたしました三沢市総合振興

計画には、障害者自立支援法に基づいた障害

者福祉の充実についての施策を掲げたところ

でございます。

三沢市総合振興計画では、大きな柱とし

て、生活支援体制の強化、生活環境のバリア

フリー化、教育支援及び就労支援強化の３事

業を掲げ、障害の種別にかかわらず一元的に

福祉サービスが提供され、障害者を地域で支

えるための取り組みを推進することといたし

ました。

御質問の当市における障害者福祉の充実に

ついての取り組みですが、国による障害者自

立支援法の自立支援給付事業及び地域生活支

援事業等に基づく日常生活用具の給付や日中

一時支援等、きめ細やかなサービスの提供は

従来より実施してきておりました。

また、市独自の事業の取り組みといたしま

しては、各障害者施設への助成、手話通訳者

の２名配置による窓口対応や無料派遣の実

施、身障トイレの改修、身障者用の駐車場看

板の設置等を実施してまいりました。

また、平成１９年に、三沢市における障害

者福祉の基本と方向性等の取り組みを示しま

した三沢市障害者計画を作成するに当たりま

して、事前にアンケート調査を実施いたしま

した。その際、御要望が高かったデイサービ

スやホームヘルプサービス等、居宅サービス

の利用や医療費の助成につきましては、居宅

介護給付事業や更生医療給付事業等を実施し

利用者のニーズに対応してまいりました。

したがいまして、障害のある方が必要とす

るサービスにつきましては、少しずつではあ

りますが着実に整備をしてまいりましたが、

障害のある方が地域で安心して暮らすための

まちづくりにつきましては、これからもまだ

整備が必要な状況にあると考えておりますの

で、今後とも国・県の動向を十分見きわめな

がら生活環境づくりを進めてまいりたいと考

えております。

次に、福祉問題の２点目、職親制度におけ

る行政の役割と連携についてお答えいたしま

す。

障害のある方の就労意欲は近年急速に高

まっており、職業を通じ、誇りを持って自立
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した生活を送ることができるような雇用対策

が進められております。

国は、社会的な自立に向けた基盤づくりと

して、障害者雇用対策基本方針において、平

成１７年には在宅就業支援制度の創設、平成

２０年には障害者雇用納付金制度の中小企業

への適用拡大等、障害者雇用が一層促進され

るような法改正がなされてまいりました。

御質問の職親制度につきましては、障害の

ある方々の社会復帰に理解のある事業主に対

しまして、就労に向けての訓練を依頼し、社

会復帰の促進を図るための制度でございまし

て、市内では、現在、２業者が当該制度の適

用事業所となっているところでございます。

また、議員さん御承知のとおり、先日の６

月４日に、障害のある方の就労支援や障害福

祉の啓発を目的に、民間の団体におきまし

て、三沢地区障害者就労支援連絡会が設立さ

れたところでございます。この支援連絡会の

設立に向けては、市も協力してまいったとこ

ろでございますが、このことによりまして、

障害のある方の福祉に関する社会啓発が一層

進展するものと期待しております。

職親制度につきましては、現在のところ幅

広い周知には至っていないのが現状と考えて

おりますことから、今後におきましても、障

害のある方々及び事業主の方々により周知を

図るために、広報みさわやマックテレビ等で

お知らせをいたし、今回、設立されました三

沢地区障害者就労支援連絡会及び障害のある

方の就労を支援する生活支援センターみさわ

など、各福祉団体や三沢市商工会と連携をと

りまして広く事業主に周知を図るとともに、

利用の拡充に努めてまいりたいと考えており

ます。

以上でございます。

３番。○議長（馬場騎一君）

それでは、再質問○３番（奥本菜保巳君）

させていただきます。

まず、基地問題についてでございます。

基地の沖縄負担の訓練受け入れということ

に関して、まず、国からまだ要請が来ていな

いのでコメントできないということでした

が、基地の強化に対して、私どもと同じ青森

県の知事が受け入れられないと、このように

表明しております。まだ確定していない段階

できちんと、知事はこれ以上の負担は受け入

れられないのだと。それはなぜかというと、

やはり県民、三沢で言えば市民の命、そして

財産、安全・安心、これを第一に考えている

からですよ。

ですから、私は市長にお伺いしたいのです

が、この知事の見解に対して、市長はどのよ

うに思われているのか、再質問させていただ

きます。

次に、２点目の行政問題。先ほど再審査請

求制度は今のところ考えていないというお話

でしたが、小さい声、少人数の願いというも

のにもきちんと耳を傾けなければならない、

声を聞かなければならないというのは、行政

のあり方として当たり前ですし、民主主義の

世の中ですから、そういう声は排除していい

ということにはならないと思います。

例えば、４４６事業ありますので、それに

対する意見、そして、廃止になった事業に対

する市民のきちんとした意見に耳に傾ける、

こういう制度は絶対に必要だと思います。そ

れについての見解をもう一度求めます。

次に、福祉問題ですが、三沢市では、県内

の自治体ではじめて知的障害者の実習を昨年

受け入れております。大変すばらしいことだ

というふうに、私は高く評価しております。

そして、三沢地区障害者就労支援連絡会の設

立、その発足に向けても一生懸命家庭福祉課

の方は尽力されていました。今後も、ぜひと

もこのような形で全力を尽くしていただきた

いというふうに思っています。

次に、第４点目ですが、新三沢病院へのア

クセス確保に向けたバスの路線、１１月に開

院ですからもうあとわずかなのです。市民

は、バス路線はどうなるのかと大変不安に

思っているのです。今、検討されているとい

うことでしたが、いつこれを決めて市民の皆

さんに公表されるのでしょうか、それについ
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て伺いたいと思います。

以上です。

答弁願います。○議長（馬場騎一君）

市長。

再質問にお答えをい○市長（種市一正君）

たします。

要請を受けて、知事の答弁でありますけれ

ども、現状を超える基地強化を容認できない

と。これは、要するに私ども三沢のことを想

定したことであろうと、そういうふうに受け

とめております。

基地問題については再三質問が出るわけで

ありますけれども、私は基本的には、これ以

上の強化は反対だということを申し上げてい

るわけであります。

ただ、これまでもＪＴＡＧＳとか、あるい

は再編にかかわる問題で、苦渋の選択という

ことで受け入れをした経過もあるわけであり

ます。過去においてもそういうことがありま

すので、直接そういう問題が来たときには、

いろいろと協議したいということを申し上げ

ております。

以上であります。

副市長。○議長（馬場騎一君）

行政問題の再質問○副市長（大塚和則君）

にお答えをいたします。

廃止された事業について再審査の制度を設

けたらどうかということについての重ねての

質問でございますが、廃止された事業につき

ましては、その廃止の内容を市民の皆さんに

お知らせするというのは当然の話でございま

すので、廃止に至った理由、経緯、そのもの

は十分周知を図りたいというふうに思ってお

ります。

それから、さまざまな事業につきまして、

その動向、それから小さな意見も吸い上げる

べきだという御意見でございます。市を預か

る行政としては、さまざまな意見について耳

を傾けるというのは当然の話だと思いますの

で、今後ともそういう方向で行政を進めたい

というふうに思います。

以上でございます。

政策財政部長。○議長（馬場騎一君）

公共交通シ○政策財政部長（澤口正義君）

ステムの再質問にお答え申し上げます。

お尋ねの今後の実証運行のルート、ダイ

ヤ、料金等に関するお尋ねと理解したところ

でございますが、現在のところまだ検討の途

上にありますが、私どもといたしましては、

本年８月末をめどに実証運行計画の素案を作

成しまして、公表したいと考えております。

ただし、本年１２月４日に、先ほど議員さ

んからもお話がございましたように、全線開

業する東北新幹線、さらには、並行在来線の

青い森鉄道の新ダイヤがことしの９月ごろに

発表される予定であります。これらのダイヤ

との接続性に配慮する必要性があることか

ら、最終的な実証運行計画につきましては、

青い森鉄道の新ダイヤが発表される９月から

１０月初めごろの公表を予定しているところ

でございます。よろしくお願いいたします。

３番。○議長（馬場騎一君）

それでは、再々質○３番（奥本菜保巳君）

問を１点だけ、基地問題です。市長に再度お

聞きしたいと思います。

以前に私が一般質問したとき、先ほどおっ

しゃったように、三沢市としてもこれ以上の

基地強化は受け入れないのだと、前鈴木市長

さんの遺志をそのまま継続するといいます

か、引き継いで、三沢市はこれ以上負担は受

け入れないと、このように答弁されておりま

した。

今現在も、青森県知事同様、その意思は全

く同じと。今回、まだ要請はありませんけれ

ども、訓練の要請があった場合、きちんとし

たそういう態度を表明できるのか、最後に質

問したいと思います。これで終わりとしま

す。

市長。○議長（馬場騎一君）

再々質問にお答えを○市長（種市一正君）

いたします。

何回答弁しても同じだと思いますけれど

も、先ほど申し上げたようなことで尽きるわ

けであります。
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仮定の中でどうするかということについて

は、さっき申し上げたような経過もあります

ので、これは言及を避けたいということであ

ります。

ただ、基本的には、さっき申し上げたよう

に、これ以上の強化は望まないというような

ことで、知事とは一緒であります。

以上であります。

以上で、３番奥本菜○議長（馬場騎一君）

保巳議員の質問を終わります。

それでは、一般質問を次に移ります。

７番天間勝則議員の登壇を願います。

皆さん、おはようご○７番（天間勝則君）

ざいます。みさわ未来の天間勝則、通告に基

づいて質問をいたしますが、みさわ未来から

はじめての質問でございますので、議長のお

許しをいただいて、一言あいさつを申し上げ

たいと思います。

私たちは６名で新会派を立ち上げました。

私たちみさわ未来は、三沢市の未来に責任の

ある政治の実現のために、市民の皆様の生の

声を聞き、市民とともに政策マニフェストを

立案し、市民の生活の向上と市政の活性化に

取り組みたいと思っております。そして、二

元代表制の一翼を担うために、情報交換を基

本に考え、開かれた議会を目指してまいりま

す。そのために、我々一人一人が研さんを積

み、そして人間的資質を向上させ、市民とと

もに歩む姿勢、よりよい三沢市の構築のため

に日々努力し頑張ってまいりたいと思ってお

ります。皆様の御理解と御協力をよろしくお

願い申し上げます。

それでは、質問に入らせていただきます。

最初の質問であります環境整備にかかわる

駅東口の駐輪場についてであります。

駅東口前の環境整備も完了し、利便性も向

上しております。しかし、駐輪場において

は、残念ながら乱雑に使用されております。

この解決策として、駐輪場を有料化にして管

理していくべきだと思います。また、放置自

転車のないよう、期限内で撤去を義務づけ

る。期限内で執行されない場合は、強制撤去

ができるなどの規約を決めて、駐輪場の整備

に努めていくべきだと考えます。

ちなみに、以前に視察しました桑名市の事

例を紹介します。もちろん、施設の内容も大

きく違いはあります。また、他にもたくさん

有料化されている自治体もあると思います

が、目的は同じだと思います。駅前広場の良

好な景観と形成を通じ、豊かで快適な環境を

図るためであると思うわけであります。

参考までに、施設は３階建てでありまし

た。附帯設備も大がかりな設備を有しており

ます。利用できる車種は自転車、原付自転車

であります。利用料金は、自転車の場合、学

生は１カ月１,５００円、３カ月３,８００

円、一般は１カ月２,０００円、３カ月５,５

００円であります。高いか安いかは個人差が

あると思いますが、このことにより、駅前に

無断駐車がなくなったということでありま

す。

私は、この財政が厳しいときに、ここまで

大がかりな施設でなくとも、きちんと整備が

でき、景観もよく、多くの方々が快適に使用

いただけるよう安く設定し、自分の駐輪場で

あることを自覚し、環境に配慮するよう促し

ていくべきだと考えます。

それでは、質問いたします。

駅駐輪場は乱雑な使用がなされておりま

す。廃車等の自転車が放置され、環境を阻害

していることから、駐輪場を有料化し、規約

を決めて駐輪場の整備をしていくべきと考え

ますが、当局のお考えを伺います。

続きまして、２問目であります基地に対す

る商工振興についてであります。

昨今、経済の先行きが不透明な現状が続い

ております。当市においても、各業種、現状

厳しい環境に置かれているところでございま

す。この現状を少しでも打破していかなけれ

ばなりません。当市で行っている新築・リ

フォームに対しての助成金制度も大変よいこ

とだと思いますが、当市には基地があり、そ

の中には生活圏もあるわけであります。その

基地内での販路拡大はできないものかと考え
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るわけであります。

一般的競争入札で、地元中小企業は、中央

の大手企業との価格競争等で受注が困難な状

況にあると聞いております。その状況を緩和

するためにも、商工会を窓口に、法人業者に

対して、申請があれば審査し、基地入門パス

を発行できるよう当局に要請し、各業種のリ

ストをあっせんし、修繕工事等その他の小口

の仕事を地元商工業者に発注いただけるよう

基地当局に対して要望していくべきだと考え

るわけであります。

全国では、基地問題に対して敏感になって

いるところでありますが、当市においては、

基地に対し、安心・安全を前提としながらも

寛大な対処をし、基地に対する共存共栄をう

たっているわけであります。このことを踏ま

え質問いたします。

当市においても産業経済が低迷している昨

今、地元小規模業者に対し、基地内に販路拡

大ができるよう対策をとるべきだと考えます

が、当局の考えを伺います。

以上、２問の質問であります。御答弁よろ

しくお願い申し上げます。

ただいまの７番天間○議長（馬場騎一君）

勝則議員の質問に対する執行部の答弁を求め

ます。

市長。

ただいまの天間議員○市長（種市一正君）

さんの御質問のうち、基地対策に関する御質

問については私から、環境整備に関する御質

問については建設部長からお答えをさせます

ので、御了承願いたいと思います。

天間議員さん御承知のとおり、当市におい

ては、基地が所在することによりまして、米

軍、自衛隊が発注する物資の納入や建設工事

などのほか、米軍人及びその家族、あるいは

自衛隊員及びその家族が日常生活を営む上で

の消費活動が、当市経済に大きな影響を与え

ております。このことを踏まえまして、基地

内における市内事業者の経済活動の推進につ

きましては、三沢基地周辺対策に関する要望

において、三沢基地関連施設工事及び物資調

達などは、地元業者への優先発注に特段の配

慮を求める旨の要望を、平成５年度から国に

対し重ねて行ってきたところであります。

今後におきましても、販路の拡大も含めま

して、市内事業者が基地内において経済活動

を行えるよう、国等に要望してまいりたいと

考えております。

また、一方におきましては、米軍人及びそ

の家族の方々が基地の中で消費するという環

境づくりもまた、市経済の活性化、あるいは

三沢らしいまちづくりの観点から極めて有効

であると認識いたしております。このことか

ら、基地内での市内商工業者よる販路拡大に

つきましては、基地からの誘客促進に向けた

取り組みとあわせて、中心市街地活性化対策

などの施策との整合性を図りながら進めてま

いりますので、御理解を賜りたいと存じま

す。

私からは、以上であります。

建設部長。○議長（馬場騎一君）

環境整備の駅東○建設部長（中西敬悦君）

口駐輪場についてお答えいたします。

当該駐輪場は、三沢駅東口広場利用者の利

便性向上のため、防衛省の補助金を用いて整

備したものであり、２５２台の自転車が駐輪

できる施設でございます。

駐輪場有料化につきましては、現状の施設

のままでは有料化が困難であり、改修を要す

ることや、駐輪場の利用者は通学に使用して

いる高校生が多いため、高校生やその保護者

に金銭的負担をかけること、加えて、有料化

した場合、駅周辺への無断駐輪が考えられる

ことから、現在のところ、有料化の計画はご

ざいません。

従来、放置自転車の対応につきましては、

三沢市駅前広場設置条例に基づき１年に１

度、５月から６月に調査を実施いたしまし

て、放置されていると確認できた場合、３カ

月間指定管理者が保管し、その期間に持ち主

があらわれなかった場合は処分しておりま

す。また、利用者の多数を占める高校生に対

し、学校を通して自転車の管理を徹底するよ
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う依頼しております。

しかしながら、乱雑な使用や放置自転車の

問題解決には至っておりませんので、調査時

期の見直しや回数をふやすとともに、利用者

のマナー向上について、広報や啓発看板の設

置などにより三沢駅東口広場の環境保全を

図ってまいりたいと考えております。

以上でございます。

７番。○議長（馬場騎一君）

それでは、再質問さ○７番（天間勝則君）

せていただきます。

駐輪場の有料化は考えられないということ

でありました。そして、駐輪場は２５２台の

スペースがあるということでありますが、今

現在、決して足りていないのですね。駐輪場

以外にとめている自転車もたくさんあるわけ

です。風が吹いたりすると皆倒れて、無惨な

感じに見えるわけであります。

それと、駐輪場の設計を見ると、大きいや

つと小さいやつがあるのですが、それにき

ちっとはまるような状況ではないのですね。

設計ミスみたいな感じのする駐輪場でありま

す。そういうふうな部分をやはり改善して、

２５２台がきちっとおさまるようなことをし

ていかなければ、今のままのああいう乱雑な

使用の仕方になってしまうというのは直らな

いというふうに思います。

そういうことで、駐輪場のきちっと整理し

てとめられない今の現状、有料化できなけれ

ば、その辺はきちっと整備をしていかなけれ

ばと思いますが、どのようにお考えでしょう

か。

そして、基地に対する商工振興であります

けれども、もちろん、基地に対してのパス発

行というのはいろいろと厳しいものがあるだ

ろうと思います。しかしながら、そういうこ

とも含めてこれから要望して、何とか地元業

者のために、要請があればきちっとパスの発

行ができるように、時間をかけてもやってい

ただきたいというふうに思います。

先ほど市長のほうから、逆に中から外に出

て、消費をすることに力を入れるようなこと

も施策として考えていきたいということもご

ざいましたが、例として、外に呼んで消費が

できるような、にぎわいのあるような、そう

いうふうな部分はどうすればできるのか、こ

の２点を伺いたいと思います。

市長。○議長（馬場騎一君）

再質問にお答えをい○市長（種市一正君）

たします。

活性化の中で、基地の中から逆にという

か、言葉があれですが、市内に出ていろいろ

な買い物云々というようなことを申し上げま

した。司令官も、できるだけ外に出て、特に

野菜と果物、そういうものについては軍人家

族に勧めているようであります。そういうこ

とも含めて、できるだけ各般にわたって地元

のものを供給できるような体制づくりをこれ

からも続けてまいりたい。

以上であります。

建設部長。○議長（馬場騎一君）

駐輪場に関しま○建設部長（中西敬悦君）

しての再質問にお答え申し上げます。

まず、２５２台で足りていないということ

でございますが、駅前西口も入ってしまいま

すので、現在、東西合わせますと実質は３０

０台の駐輪能力がございます。当該駐輪場を

設置した後に調査した段階で、平成２０年で

すが、実は３５０台あった時期がありまし

て、そのうち７０台が放置自転車でございま

した。結果といたしまして、通常使われてい

る自転車は２８０台ということで、トータル

３００台に対しましては、許容内におさまっ

ているのではないかなという判断を当時して

おります。

加えまして、駐輪する機械と申しますか、

設備、設計ミスではないかというお話でござ

いましたが、あれは全国規格の寸法となって

ございまして、きちんとおさまらないという

のも、現地調査いたしたのですが、まず、規

格外のハンドルとか、かごがちょっとぶつか

り合うということがございまして、ちょっと

手間なのですが、カシャッと入れるときに

ちょっと持ち上げてあげればおさまる場合が
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ほとんどの場合でございました。

あと、乱雑に置かれているということでご

ざいましたが、指定管理者制度を導入してか

ら毎日、きちんと置いていない自転車につき

ましては、指定管理者の方に整理整とんして

いただいております。ですから、恐らく乱雑

に見える時間帯というのは、朝一番の込み

合った段階。かなり急いで行く生徒さんもい

るようで、駐輪スペース以外のところに置い

て、そのまま走っていかれる子供さん方もい

るようです。それにつきましては、先ほど申

し上げましたように、指定管理者さんのほう

で片づけて、きれいになるように毎日やって

ございます。

そうは言いましても、結果、そういう時間

帯もあるということですので、今後いろいろ

な生徒さん方への指導といいますか、もしく

は、先ほど申し上げた看板、あと、現地でで

きるだけ直接声かけをするとか、できるだけ

ソフトの方面で景観を阻害しないように頑

張ってまいりたいと思いますので、よろしく

お願い申し上げます。

７番。○議長（馬場騎一君）

それでは、再々質問○７番（天間勝則君）

をさせていただきます。

基地に対する商工振興についてであります

が、先ほど、地元の業者を優先に使っていた

だく要望は、当局には何年も前からしている

ということで、そういった部分はなかなか見

えてこないのですが、それはそれとして行っ

ているということであります。

そして、私が先ほど質問いたしましたいわ

ゆる基地入門パスについて、これから要請し

ていただけるのか、それは無理だということ

になるのか、ちょっとその辺を最後にお伺い

いたします。

政策財政部長。○議長（馬場騎一君）

基地問題の○政策財政部長（澤口正義君）

再々質問にお答え申し上げます。

基地に入るパスのことでございますが、現

状では、基地に入るに当たって、必要な方に

はすべて米軍当局が発行しているという認識

を持ってございます。

米軍としては、当然のことでございます

が、特に９・１１以降、非常にセキュリ

ティーの面で神経を使っております。つまり

は、逆に申し上げますと、不要なものにはパ

スを出さないということがございます。要

は、必要なものについては出すということに

ついて私どもも確認しておりますし、また、

必要に応じて米軍当局にお願いをしてまいり

たいと考えております。

以上で、７番天間勝○議長（馬場騎一君）

則議員の質問を終わります。

それでは、一般質問を次に移ります。

８番太田博之議員の登壇を願います。

８番、みさわ未来の○８番（太田博之君）

太田博之でございます。通告に従いまして、

一般質問をさせていただきます。

その前に、宮崎県の口蹄疫の問題でござい

ますが、一昨日、都城市、そして昨日、宮崎

市、そして日向市と、感染拡大が広まってい

る旨の報道がございました。実はこの地域

は、我が市議会もたびたび行政視察等でお世

話になっている地域でございます。畜産農家

の方々にかける言葉は見つかりませんけれど

も、この問題に心を強く持っていただき、行

政と力を合わせ、一日も早くこの感染が終息

しますことを心からお祈り申し上げたいとい

うふうに思います。

それでは、質問に入ります。

はじめに、教育問題、学校耐震診断に基づ

く本市の学校耐震化計画について質問いたし

ます。

４月１４日付で、三沢市の小中学校の耐震

診断報告書が更新されました。これで、２０

０８年度から実施された本市すべての小中学

校の耐震診断が終了したこととなります。現

在、第一中学校の校舎及び屋内体育館、計４

棟の耐震工事が進んでいるほか、改築が必要

とされた第三中学校は２０１２年度までに新

築されることになっており、本市における学

校耐震化は着実に進んできております。市民

の一人として、教育委員会はじめ、関係者各
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位、皆様に対し敬意を表するところでござい

ます。

そこで、お伺いいたします。

文部科学省は、既存学校施設の耐震化が一

層進むよう積極的に支援しておりますし、ま

た、その中で推進計画の策定を要請していま

す。そうした中、この質問の通告後に、教育

委員会は、遅くとも２０１２年度までにすべ

ての学校の耐震化を終えたいとの考えがある

ことが報道されました。２０１２年度まで

に、どのような計画のもと耐震化するのか、

お伺いいたします。

次に、福祉問題、子育て支援施設並びに子

育てサークルの現状と今後の対応についてお

伺いいたします。

平成２０年度から実施された三沢市総合振

興計画の前期基本計画重点プランにおいて、

少子化や核家族化の進行、地域社会の変化な

ど、子供や子育てをめぐる環境が大きく変化

する中で、子育ての不安感を緩和し、子供の

健やかなはぐくみを支援する目的として、子

育て支援の充実が掲げられております。その

重点事業として、各地域において、子育て親

子の交流等を促進する子育て拠点施設の設置

を推進する子育て広場事業が進捗を見せてい

ることと思います。

そこで、伺います。子育て支援の拠点施設

並びにそこに集う子育てサークルの現状は、

どのように推移しているのでしょうか。ま

た、それを踏まえ、今後どのような対応をさ

れるのか、お伺いいたします。

最後に、選挙問題、来月行われる参議院選

挙の開票事務についてお伺いいたします。

去る８日、鳩山政権から菅総理率いる新政

権が誕生いたしました。これまで、郵政改革

法案の取り扱いによっては、国会の会期延長

がなされ、当初予定しておりました６月２４

日告示、７月１１日投開票の日程が変わる可

能性が報道されておりましたが、けさほどの

報道では、予定どおり７月１１日に参議院選

挙の投開票が行われるようであります。

私は、これまで選挙開票事務の効率化につ

いてたびたび質問してまいりました。選挙管

理委員会の皆様には随分と嫌われてきたかと

思いますが、しかし、質問を重ねるごとに答

弁が前向きになり、開票事務においても、着

実に開票時間の短縮や経費の縮減に実績を積

み上げてきております。私は、このことは大

変すばらしいことと思うと同時に、これまで

の関係者の御努力に対し、心より敬意を表す

るところでございます。

さて、それではここで、前回２００７年の

第２１回参議院選挙の開票事務を振り返って

みたいと思います。当時は、民主党の新人候

補平山幸司さん、今の現職であります、そし

て、自民党の当時現職の山崎努さんはじめ４

名の方が立候補しておりました。

当時の三沢市の開票時間は４時間１５分

で、全国ランキング、市の部門、９５１市の

中で５２４位。ちなみに、青森県の市の部門

のトップは２時間５０分で平川市。平川市は

全国ランキング３８位で、当市とは、開票時

間において約２時間違います。

それでは、全国ランキングの第１位は、こ

れはたびたび出てまいりますが、長野県小諸

市で１時間２９分でありました。もちろん、

選挙の開票事務においては、開票時間だけが

すべてではありません。早い中にも正確でな

ければならないのは当然でございます。

そこで、お伺いいたします。冒頭紹介した

とおり、本市は着実に創意工夫の中で実績を

上げてきておりますが、来月行われる参議院

選挙において、開票時間並びに経費の削減目

標値をどのように設定されているのか、お伺

いいたします。

以上で、私の質問を終わります。

ただいまの８番太田○議長（馬場騎一君）

博之議員の質問に対する執行部の答弁を求め

ます。

市長。

ただいまの太田議員○市長（種市一正君）

さんの御質問のうち、教育問題につきまして

は私から、そのほかの御質問につきましては

担当部長等からお答えをさせますので、御了
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承願いたいと思います。

今後の学校耐震計画についての御質問であ

りますが、市内にある小中学校は１２校であ

ります。そのうち、建築基準法の改正によ

り、昭和５６年以前に旧基準で建設され、現

在の耐震基準に適合しない小中学校が６校あ

りました。そのうち、第三中学校について

は、耐力度調査を実施いたしまして、改築が

必要であるということから新築を予定いたし

ております。また、残りの５校につきまして

は、平成２０年及び２１年度に耐震診断を実

施いたしまして、今回、判定委員会の審査が

終了しまして、耐震診断業務が完了したとこ

ろであります。

このことから、昨年６月に公表いたしまし

た第一中学校に引き続き、岡三沢小学校、三

川目小学校、木崎野小学校並びに第五中学校

の４校の耐震診断結果を４月１４日に三沢市

のホームページで、さらに、広報みさわ６月

号でも公表いたしたわけであります。この５

校のうち、今回耐震診断の結果を公表した４

校については、早期に耐震化を進めるため

に、今議会の補正予算に計上いたすところで

あります。

内容につきましては、文部科学省の基準に

基づき、補強が必要な岡三沢、三川目及び木

崎野の各小学校と、第五中学校の校舎の耐震

設計業務委託料と判定手数料でありました。

なお、第一中学校については、昨年９月と

ことしの３月に設計業務委託料と補強工事費

等をそれぞれ予算措置をいたしましたので、

本年度中に工事を実施することといたしてお

ります。

今後は、国の予算状況によりますが、私

は、何よりも児童生徒の安全・安心のために

早期の改修工事が必要であると、このように

考えておりまして、校舎の構造や優先度など

を考慮した上で工事を計画し、遅くとも平成

２４年度までに市内小中学校のすべての耐震

補強工事を終了させたいと、このように考え

ております。御理解を賜りたいと思います。

以上であります。

健康福祉部長。○議長（馬場騎一君）

子育て支援○健康福祉部長（宮古直志君）

についての御質問にお答えいたします。

次代を担う子供たちの健やかな成長は、家

族はもちろんのこと、地域住民すべての願い

でございます。

市では、三沢市総合振興計画の重点プラン

に子育て支援の充実を掲げ、また、平成２１

年度には三沢市次世代育成支援行動計画・後

期計画を策定し、子供たちが健やかに生ま

れ、健やかに育成される社会の形成を目指

し、安心して子供を生み育てるための環境づ

くりを地域社会が一体となって支援する体制

の整備を、引き続き推進することといたしま

した。

御質問の子育て支援施設と子育てサークル

の現状についてでございますが、育児に関す

る相談や情報提供、子育てサークルの育成と

支援を総合的に行う地域活動の拠点として子

育て支援センターを設置し、１１のサークル

の活動を支援しております。また、そのほか

に、地域の団体活動センターを拠点として二

つの子育て支援サークルが活動してございま

す。

サークル活動は、会員を中心とした自主的

運営としておりますが、市が各種の子育て情

報の提供やサークルが実施するイベント等で

の施設使用について便宜を図ることにより、

子育て家族の貴重な情報交換や楽しい交流の

場となっております。

その他の子育て支援施設としては、市内５

カ所の児童館、児童センターにおいて、毎週

月曜日から金曜日までの持ち回りで、幼児プ

ログラムの「ひよこクラブ」を実施し、保育

士による手遊び、歌遊びや簡単なおもちゃづ

くりなどで好評を得ております。また、保健

相談センターの幼児控室と、昨年１０月から

は働く婦人の家に子育てサロンを開設し、親

子が自由に集い、交流できる場として整備を

したところでございまして、これからも利用

者の便宜を図ってまいりたいと考えておりま

す。
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今後につきましては、市のホームページや

子育て情報誌等を活用し、支援施設の所在や

サークル活動を紹介するなど、利用者への周

知を図りながら利用を促進し、サークルの育

成までつなげていきたいと考えております。

また、その過程の中で、利用状況等を見なが

ら新たな拠点づくりについても検討してまい

りたいと考えてございます。

以上でございます。

選管委員長。○議長（馬場騎一君）

太○選挙管理委員会委員長（河村幸利君）

田議員さんの選挙事務関係の質問にお答えい

たします。

まず、選挙問題でありますが、参議院選挙

の開票事務についての御質問にお答えいたし

ます。

太田議員さんの御指摘のとおり、選挙管理

事務における開票事務作業につきましては、

正確かつ迅速な対応が求められております。

このことを踏まえ、当選挙管理委員会とし

て、先進自治体の取り組みを参考に、開票事

務の効率化の検討を重ね、実践した結果、平

成２０年３月９日執行の市議会議員選挙の開

票事務に要した時間は、前回と比べて４７分

短縮され、開票事務経費は４９万円の削減が

図られたところであります。

このたび予定をされております参議院議員

通常選挙の開票事務についても、迅速化を図

るべく引き続き開票事務の効率化に努め、実

践することとしておりますが、とりわけ、開

票立会人によります疑問票の判定の迅速化が

大きなかぎを握るものと考えております。

このたびの参議院議員選挙の開票事務開始

から終了までの時間については、前回の参議

院議員通常選挙の開票時間から４５分の短縮

と、４時間で終えることを目標としておりま

す。また、開票事務にかかわる経費削減は１

５万円程度を見込んでおります。

今後の選挙事務につきましても、正確性を

第一義としながらも、迅速で効率的な選挙管

理事務遂行のため、引き続き先進自治体の調

査・研究等をしながら事務改善に努め、目標

設定及び達成に向けた実践を通して、厳正か

つ効率的な選挙管理事務執行のあり方を構築

してまいりたいと考えております。

以上でございます。

８番。○議長（馬場騎一君）

それでは、再質問を○８番（太田博之君）

させていただきます。

まず、教育問題でございますけれども、私

が学校の耐震化を取り上げたのは、今回で４

度目になります。子供たち、そして保護者の

不安を一刻も早く解決してあげたい、それが

今回の質問の要旨であります。２２年度まで

ついている予算の進め方ではなくて、１２年

度までにどういった形で終えることができる

のか、そこは私に答えるのではなくて、市民

の皆様に安心を与えるというところでお答え

をいただきたいなと。市長、もう少し丁寧に

お答えいただきたいと思いますので、再度答

弁を求めたいと思います。

続きまして、福祉問題の子育て支援につい

て。

約２年半ぐらいで、拠点施設も都合約１０

カ所ほど、そしてまた、サークルも「ひよこ

クラブ」とかそれぞれ１１できております。

市長の掲げる、いわゆる市民とつくるまちの

中で、お母さんたちがサークルとか子育てサ

ロンで知り合って、幼児教育からそのまま小

学校、中学校と、子育ての中での疑問をお互

いの悩みを言い合うことで解決することに

よって、その信頼関係が、ずっとここに住む

限りは毎年毎年大きく力がついてくる。です

から、私はこの事業は大変大切なことなのか

なと。そしてまた、今の少子化に向けても、

こういった子育てのサービスが、より三沢の

子供たちの未来を明るくする。そして、保護

者の安全・安心につながるということなの

で、私は、ここは本当に重要な点だというふ

うに繰り返し申していました。

それで、実は三沢市総合振興計画の中に当

然前期の重点プランを挙げて、今回取り上げ

させてもらったのですけれども、総合振興計

画の基本構想自体は議会決議なのです。た
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だ、基本計画自体は議会の承認を要らない。

ということは、私はこの計画を見たときもお

話をさせていただいたのですけれども、それ

ぞれの事務事業に数値目標がないのですね。

ということは、市は、５年間で重点的に行う

子育て拠点施設が幾つあれば、三沢のお母さ

ん・お父さんたちに満足いただけるのかと。

いろいろな地域の割り振りもあるでしょう。

そしてまた、その中で、おおむね何人くらい

のサークルが一つ一つの拠点施設に幾らあっ

て、これぐらいふえてくれたらいいなとい

う、いわゆる努力目標みたいなものがなけれ

ば、事務事業評価はできますか。結局、結果

だけですよ。きちんとマネジメントサイク

ル、いわゆる行政サイクルを回すという、き

のうの副市長の答弁もございました。そう

いった部分も、きちんとした数値目標があっ

てはじめて市民も評価ができて、また違った

形でアドバイスもできるのではないかなと。

そこで、再質問は、今ある拠点施設、新た

なところも考えているということがありまし

たけれども、最終的には幾つぐらいを目標値

として持っているのか。そしてまた、サーク

ルの活動をいろいろな部分で支援していると

言いましたけれども、細かいことは結構です

から、一つの拠点施設でおおむね何サークル

ぐらいを市の重点プランの目標達成という形

で考えているのか。総延べ人数でも構いませ

ん。数値目標をきちんと出して、それについ

てお互いが評価し合う、そして議論できるよ

うな、そういう材料をぜひ出していただきた

い。そう思いますので、よろしくお願いいた

します。

３点目ですけれども、選挙の開票事務につ

いて。私は、考え方というか、事実に基づい

た中で、随分差異があるなというふうに思っ

ているのです。

３月に、県の選管の主催で各自治体の選挙

開票事務にかかわる研修会があったというふ

うに聞いてます。各自治体においては、選挙

管理委員の方々が行ったところもあります

し、事務担当者が行ったところもあると聞い

ていました、三沢はだれが行ったかは聞いて

いませんけれども。そこで話し合われたこと

は、まず開票の迅速さです、もちろん。

これは何かといいますと、昨年の１１月１

７日に行政刷新会議、いわゆる仕分けです

が、ここで開票経費が問題になっているので

す。ここで、おおむね１０％から２０％の削

減というふうな形で判定をされて、総務省を

通じて各県連の選挙管理委員に行っているの

です。そして、各自治体は、おおむね２０％

前後削減を目標に頑張ってほしいと。時間で

は、長いところはいっぱいありますが、何と

か２時間程度の削減を求めるように、国から

の通達が最終的に来ますよ、今入っていなく

ても。

ちなみに、予算で言うと、２００７年度の

当初予算２,７５７万７,０００円が、減額補

正５９万円があって、最終予算が２,６９８

万７,０００円です。決算は２,６９８万３,

８３０円、不用額３,１７０円、見事使って

いるのです。国庫のお金なので、この選挙経

費は使い切りだという批判が、さっき言った

行政刷新会議の仕分けの中身なのです。

今年度の参議院議員選挙、当市の予算は

２,６９９万２,０００円、ほぼ前回並みでつ

いている。本来であれば、２０％削減という

と、約５４０万円の削減をもって当初予算を

組むのがベストだったかもしれません。

ただ、県の選挙管理委員会に確認したら、

当初予算で２０％なり１５％削減して計上し

ている自治体もあるそうです。三沢市は、削

減をしないでこのまま載せた。ただし、また

話が戻りますが、県の選管に確認したとこ

ろ、おおむね各自治体には２０％前後削減す

るように通達を出すというふうに、担当者が

明言しております。

そこで、先ほどの選管委員長の答弁は、４

５分間を切って、何とか４時間を切りたい、

１５万円程度の削減を図りたいと。確かに、

行政刷新の部分の通達は、基本的には、罰則

があったり、お金を返せということはないの

です。しかし、全国の各自治体が、それに向
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けて当初予算から１５、２０％を切って、そ

の中でやっていこうと。要するに、行政改革

の一つの事業の見直しの中で、まちを挙げ

て、市職員を挙げてこの選挙に取り組むとい

う姿勢を持っているところがいっぱいあるの

です。要は、国のお金だから使い切りという

考えをもう既にやめている自治体です。

きょうの質問に間に合えばよかったのです

けれども、実は来週、元三重県知事で早稲田

大学マニフェスト研究所の北川先生が編集し

た本「スピード開票実践マニュアル」が出ま

す。この本は、事業仕分けを受けて、２０１

０年の参議院選挙執行経費の算定に当たり、

開票従事時間が２時間短縮される予定で、各

選管ともこれまで以上に開票作業の迅速化が

求められていて、その一つのマニュアルとし

て、マニフェスト研究所の北川先生が中心と

なってこの本を書いているのです。全国から

予約が殺到しているというふうに聞いていま

す。

実はこの中の目次「開票事務改善へのきっ

かけ」、要は気づきの話です。この中で、三

沢市の選挙管理委員会が取り上げられている

のですよ。「ある議員がしつこく質問して、

最初前向きではなかったのが、どんどんどん

どんいい回答を出してくれて、最後は数値目

標、次回市議会選挙は２時間を切るように頑

張ります」と。しかし、ここに来て、私は、

全国の参議院選挙が国庫になったときに、な

ぜそれがトーンダウンするのかわかりませ

ん。今まで積み重ねてきた我が三沢市だから

こそ、平川市に追いつけ追い越せ、行革も含

めて、選挙管理事務、開票事務をどうやって

いくかというのが、私は、国からも県からも

選管からも問われているような気がするので

す。事実関係が間違っていたら言ってくださ

い。

ただ、私は、県の選挙管理委員会に確認し

たところ、間違いなくそういう方向で進む

し、国もそこはちゃんと見ていますというこ

とで回答をいただいておりました。

再度、選管委員長の答弁を求めます。

答弁願います。○議長（馬場騎一君）

教育長。

太田議員さんの、○教育長（吉田 健君）

平成２４年度までに耐震補強工事を終了させ

るということですが、具体的にはという再質

問にお答えいたします。

学校施設は、先ほど太田議員さんのお話に

ありましたが、児童生徒が一日の大半を過ご

す学習生活の場であるという観点並びに災害

時には地域住民の避難場所であるという観点

から、安全性の確保が第一という三沢市立小

中学校の全学校の設置者であります市長の強

い考えから、構造上の優先事由等について検

討した結果、平成２３年度に岡三沢小学校、

第五中学校の２校を、そしてまた、平成２４

年度には三川目小学校と木崎野小学校の２校

を工事する計画としております。

以上でございます。

健康福祉部長。○議長（馬場騎一君）

太田議員さ○健康福祉部長（宮古直志君）

んの再質問にお答えいたします。

先ほどお話がありました総合振興計画の中

での関係指標等は、二つほど載せてありま

す。今後、子育て支援についての実際の目標

を達成するために、いろいろと事業を行って

いく過程がさまざまございます。その中で、

市民の皆様のニーズ等を取り入れながら、十

分これに対応してまいりたい考えております

ので、御理解いただきたいと思います。

選挙管理委員会委員○議長（馬場騎一君）

長。

先○選挙管理委員会委員長（河村幸利君）

ほどの太田議員さんの再質問にお答えいたし

ます。

先日、県から内示のありました、このたび

の参議院議員通常選挙執行経費委託金の当市

に対する配分額は、前回の参議院議員選挙の

委託金の２割カットとなる約５８０万円の削

減が見込まれております。

当選挙管理委員会では、この国の予算削減

に対応すべく、まず、市内各所の投票所の立

会人を従来の３名から２名に削減することで
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約４７万円を削減、選挙事務用品、啓発用マ

スコットの購入取りやめにより６７万円を削

減、選挙啓発用道路看板設置を取りやめるこ

となどで１８万円を削減、選挙用備品として

の投票用紙読み取り分類機購入を取りやめす

るなどにより約９４万円を削減するなど、総

額に見合う経費の節減を図るという予定を立

てております。

以上でございます。

８番。○議長（馬場騎一君）

選管委員長、要は、○８番（太田博之君）

２割カットの通達のとおり努力するというこ

とだと思います。

ただ、今まだ具体的に９４万円しか積み上

がっていない。もう期日は目の前ですので、

五百数十万円削るためにはいろいろな努力が

必要だと思います。しかし、３、４、５、６

月とこれだけの期間がありましたので、もう

一度原点に返って精査をして、通達の予算内

でやり切るのだということでぜひ頑張ってい

ただきたいというふうに思います。

私は、選挙をたびたび問うているのですけ

れども、市の職員の皆様にも理解してほしい

のは、これが自分たちの事務改善の一つのバ

ロメーターになってくる。役所の職員の人た

ちが一致団結して、その目標に向かって、強

い選管委員長、また市長のリーダーシップの

もとに達成する。従来の踏襲型職員から目標

達成型職員に変わっていく一つの動機づけ、

モチベーションが上がるきっかけに絶対なり

ますから、選挙管理委員会事務局長も来たば

かりで大変だと思いますけれども、これはぜ

ひとも庁内の皆さんに協力をいただいて、今

までやってきた実績を再度検証して、平川市

に追いつくような、県内でトップをとれるよ

うな、かつ正確な開票をぜひやっていただき

たいというふうに思います。もう答弁を求め

ませんので、何とか。

最後に、選挙経費の部分で、当時の行政刷

新会議が試算しているのがあるのですね。財

務省が試算すると、開票を１時間早く終えれ

ば、全国で約４億円です。投開票に非常勤職

員を活用すれば、最大計３８億円の国庫が削

減されるというふうに試算されている。た

だ、これは地方が国からもらったお金という

ことで、三沢だけではないですから悪いとは

言いませんけれども、２,６９８万７,０００

円に対して２,６９８万３,８３０円、３,１

７０円しか残さなかった。こういう体質が国

から問われているわけです。

しかし、きのうの藤田議員の一般質問にあ

りましたとおり、これから一括交付金では、

さまざまな部分の優先順位で自分たちが政策

を立案して、事業を進め、見直していかなけ

ればならない。そうなったときに、やはりこ

ういう体質をきちんと今回の選挙の中身で、

三沢の選管を含めて市の職員が示すことで、

ぜひとも三沢のまちづくり、国に対して自立

するという気持ちを市民の皆様に見せていた

だきたいと思いますので、感想を述べて、私

の質問を終わります。

以上で、８番太田博○議長（馬場騎一君）

之議員の質問を終わります。

─────────────────

以上で、本日の日程○議長（馬場騎一君）

は終了しました。

なお、明日から１６日までは、特別委員会

審査のため、本会議は休会となります。

次回本会議は、１７日午前１０時から会議

を開きます。

本日は、これをもって散会します。

午前１１時５８分 散会


